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エメリサはゆっくりと顔を上げ、婦警に手錠でつながれている自分の手を見た。女は彼女を引っ張って裁判所の出口扉の前の階段の上に降りようとし始めた。

日向に立つ群衆はそれを見ていた。そして、彼らの騒音は渇きながら上がり続けていた。エメリサは目を上げて、自分のために抗議してくれた人たちや、自分を憎んでいる人たち、自分をかばってくれているハンフリーの姿を見ようとはしなかった。彼女は屠殺される羊のように簡単に警察に引っ張られる力に身を任せ、それでもハンフリーや抗議者たちが自分のためにしてくれたことに対する強い誇りを感じていた。

エメリサは、自分を法廷に運んできたバンから叫ぶ声を聞いた。ブラックマリアのバンは、出口のドアの前の階段からそう遠くないところ外に立っていた。そして、エメリサはその近くにいた。

「彼女は今、抵抗しているのか?」とその声は言った。

「彼女は行きたくないのでしょうか？彼女を来させなさい」と別の声がした。すると、ペリカンマンが怒ってバンから飛び出してきた。彼女は夫を殺そうとしたとき、怖くなかった。来てくれ」。

するとエメリサは、彼が急に腰を抜かしたのを見た。

この女を傷つけることは許さない」別の声が憤然と叫んだ。

その声には聞き覚えがあった。ハンフリーは行っていなかったのだ。それでもエメリサは、その声が来たと思われる側を見ようとはしなかった。

しかし、デモ隊が再び声を上げ始めたと聞いた。ハンフリーはさらに話した。

「この女性への言動に気をつけろ。君は普通の警察官だ。あの暴徒に騙されてバカなことをしないように。さもないと、自分が面倒なことになるぞ」。

いいえ、警部」エメリサと一緒にいた婦警は、バンから出てきた警官に声を向けた。しかし、彼女の声は群衆の怒声にかき消された。女性は続けて話した。「多少は中途半端に会えたと思います。彼女は今、協力してくれています」。

警官はうなり声を上げて、恥ずかしそうにバンの中に戻っていった。

それでもエメリサが疑わないところから監視員がやってきて、真ん中のコンパートメントのブラックマリアのシートの上に彼女を押し倒した。婦警は彼女をもう一人の警官との間にきつく挟み込んだ。

またしても、エメリサはハンフリーの自家用車に乗ることを切望してしまった。この人たちは彼女を嫌っている。しかし、その憎しみの状態を、ハンフリーや自分よりも大きなものとして体が受け止めてしまっていることに、彼女は失望を感じていた。

戦いの衝動が再び彼女の中に湧き上がってきた。しかし、エメリサはそれを抑えようとした。

自分のハンディキャップを受け入れてしまった今、どうしてまた戦いらせるだろう。以前にも戦って負けたことがあるのに、どうして今また戦うチャンスがあるのだろう。彼らは彼女を憎み、彼女はすでに、男たちの力の豊かさと自分の弱さの空しさが彼女に課した謙虚さという最高の選択肢に従ったのだ。

この考えは、彼女を戦いに誘惑する怒りの高まりに、ようやく歯止めをかけることに成功した。今、憎むわけにはいかない。彼女は急に冷静になったが、それは平和の心というり、降伏の精神からくるものだった。彼女の体は震えなくなった。

エンジンがかかり、彼女はバンに乗ってフォルクス警察署の自分の部屋に戻った。

彼女はフォルクスまでどれくらいの時間がかかったか知らなかったというのはバンが発進するや否や、彼女の中から時間が消えていった。

バンに乗せられるまで、他の容疑者が何人いたかは知らない。バンに乗っている間、彼女はこのことが彼女の人生をどれだけ早く変えてしまったか、そのことをずっと考えていた。

突然、6日前の午後と同じように、彼女の体が震え出した。あの日の記憶が鮮明に蘇ってきた。子供たちが床で食事をしているのを見ながら、自分は居間に突入し、椅子の上に倒れこんだ。子供たちは、まずエドサに、それから子供たち全員に、次々といろいろな質問に答えるよう求めているのが聞こえた。

今、彼女は、エドサは、自分が弟を殺そうとしたなんて信じられないだろう、自分がやったなんて信じられないだろう、と思った。ヴィンセント、オジョ、ブリジットはどうするのだろう。幼い息子のエマニュエルはどうしたのだろう? 彼らは今どこにいるのだろう? 学校に連れて行ってくれる人はいるのだろうか? 彼女がいなくなったら、学校に行かなくなるのだろうか?今、彼らはどんな気持ちなのだろう? 検察官の独房の中で彼女の姿を見た彼らは、今頃ひどい気持ちになっているのだろうか? 

あの恐ろしい午後のことが、また彼女を苦しめた。ウイが運ばれてきたとき、大勢の人が家に押し寄せてきて、通りにまで飛び出してきたことを思い出した。その時、目撃者が証言し始めた時の恐怖を思い出した。その時、自分はどんな思いで逃げ出したのだろう。

しかし、外から見れば、彼女は罰から逃げたのであり、恵みから呪いへと走ったのである。しかし、彼女にとっては、奴隷の状態から自由に向かっているのだ。今、彼女はこのことをより強く信じて

いる。法の支配が強ければ強いほど、彼女の自由への意識は高くなる。法律が厳しくなればなるほど、彼女が離脱から遠ざかる理由は強くなる。彼女はある意味、自由を感じていた。しかし、ハンフリーが問題だった。ハンフリーは彼女に刑務所に入ってほしくなかった。彼はいい人だった。しかし、どんなにハンフリーが頑張っても、彼女が感じているこの新しい自由の感覚を捨てさせることはできないだろ

う。しかし、彼女はハンフリーにどう言えばいいのかわからない。

エメリサは、村にいる父と母に会いに行ったときのことを思い出していた。

彼女は、村にいる兄や二人の妹が、自分がもたらした迷惑に険しい顔をしているのが目に浮かぶようだった。そして、自分はずっと逃げてきたのだと思った。そんな時に限って、盗賊の犠牲者が出て、彼女の自由への意志を透明にしてしまった。

どこか遠くから、エメリサはサイレンの鳴き声を聞いた。父親の家の前に警察のバンが2台停まっていて、セイレヌの明かりの中で警察の男女が銃や警棒を持って、自分を捕まえようと躍起になっていたことを思い出し、彼女はすすり泣きを始めた。

彼女は、自分が疑惑を抱いていることを警察に話している姿を見た。そして、自分の非を認めた後、泣きながら体を起こした。泣きながら立ち去る父の姿。二人の姉は呆然とした顔をしていた。

弟は、口をあけて両手をあげている。近所の人たちも、一人、また一人と、無言で立ち去っていく。母親は地面に倒れこみ、泣きながら声を張り上げた。

その頃、バンのドアが開き、彼女が降りようとした時、今がよみがえった。周りを見回すと、二人の 

警官がそばにいて、一人がドアを押さえてくれていた。

「もういらっしゃいました、マダム」ドアを押さえていた警官が言った。降りてください」。

彼女が聞いたサイレンの音は、宇治橋のオトゥカに逮捕に来た時のものではないことが分かった。彼女の父親と母親は、泣いていてそばにいなかった。彼女の兄と2人の妹が、言葉を失って見守っているわけでもない。そして、彼女があの卑怯な犯罪を認めたことに失望した隣人もいなかった。彼女は裁判所から連れて行かれた黒いマリアに乗り、彼らはフォルクスの警察署に到着していた。

彼女が自分のことを理解するやいなや、彼らはバンから彼女を降ろした。彼女は自分の考えを整理するのに数秒も許されなかった。彼女は海よりも深く思索にふけり、ふと気がつくと現代の岸辺に戻っていたからだ。

その手から、彼女は足を床に振り出し、空いた手の甲で濡れた顔を拭いた。そうしながら、何かできることはないかと考えていた。牢屋に戻るとき、何か強力な武器を持っていけたらと思った。そうすれば、きっと死が彼らを揺り動かし、自分自身と彼女を憎む者たちを殺し、この不毛な戦争を終わらせるように。

第2章

エメリサは突然泣き止み、引きずられるように身を乗り出した。警察署の周辺に家があった人たちは、セイレヌが鳴るとすぐに窓を開け、帰りを知らせた。警察署の庭にいた人たちも振り返り、エメリサが建物の中に連れて行かれるのを見た。

彼女が担当事務室に入ると、カウンター越しに大騒ぎになった。何人かは立ち上がって彼女を見た。その人たちは、彼女を案内して通り過ぎた。彼女は、署内が騒然とするのを感じた。彼女は、自分が今ほど重要な人物になるとは思ってもいなかった。

彼らは彼女の房のドアの前まで来ると、手首にはめた手錠の鍵を外し、房の中に押し込んだ。鎖につながれた婦警は、両手を腰に当て、鎖をぶら下げたまま、しばらく暗い房の中を眺めていた。

手首に巻かれた手錠を外し、独房の中に押し込んだ。鎖につながれている女性は、両手を腰に当て、手首から鎖をぶら下げながら、暗い独房の中をしばらく眺めていた。彼らは通路で燃えている光の中にいて、彼女は彼らを見ていた。しかし、彼女は牢屋で明かりをつけなかったので、彼らには彼女が見えなかった。暗闇が二人の間の壁になっていた

男性の警備員が鉄格子をロックしていた。エメリサは座らず、動かなかった。彼女は、彼らの仕事が終わり、独房の扉から出て行き、一人になるのを待っていた。ここは彼女の家であり、彼らの家ではない。独房は、彼女が人生で唯一持っているもので、他人が奪うことのできないものだった。

彼が鉄格子を施錠すると、警察と警備員が一緒に出て行きましたが、その駅の周りはざわざわしていました。

彼女の独房の部屋は暗かった。エメリサは、自分の体が光を必要としないことを感じた。まず、疲れて沈んでしまい、それから床に寝転んだ。床は冷たく、その感触は彼女のマキシを肉の奥まで突き刺した。一旦、横になってしまうと、すべての心配事が一瞬で消えてしまう。抵抗なく眠れた。しかし、なぜ、こうもストレスがかかるのだろう？彼女の運命はもう決まっているのだろうか？新聞やマスコミが彼女の処罰を明示したのを聞かなかったのだろうか？自分の人生をもてあそび、運命を他人の手にゆだねてきたのではないのか？

それでも放っておかなければ、このままストレスを与え続ければ、裁判で判決が出る前に死んでしまうのではないかと、エメリサは思ったのです。だがエミリサは死にたくはなかった。彼女は以前、検察官が言っていたことを思い出しそう思った。彼は、首吊りで死ねとは言わないと言った。でもその代わりこんなストレスがたまることはない。でも、死なないようにストレスを与えるのはやめて、終身刑になるように生きなさいということだった。

自分が殺されることはないと感じたところで、エメリサは急に体が落ち着くのを感じた。そして、2分後にはぐっすりと眠ってしまった。

眠りの深いところで、エメリサは再び遠くの物音を感じ始めた。彼女は床の上でもぞもぞと動きそれから座った。彼女は顔を拭き清め完全に目を覚ました。 警察が彼女を釈放してくれって暴徒が抗議しているのか？その声はとても大きく近くまで聞こえた。彼らは彼女の独房に壁を破り駅から彼女を拉致するのだろうか。それとも、彼らの手で法律を作り、問題を起こした彼女を見せしめにするつもりなのだろうか？その時彼女は大きな声を出した介入してきた。

エメリサはゆっくりと立ち上がり独房の扉に向かった。通路には誰もいなかった。そこには3つの明かりが灯っているだけだった。

あの女たちを庭に出すな」間男が言った。彼らが今日の裁判所で起こした騒ぎを見てください。声が途絶えた。そして、駅構内のざわめきも止んだ。

外からの声だけが建物を襲う。

その時、聞こえてきた抗議の声が、再び駅にやってきて自分の解放を求める女性たちの声であることを知った。彼女は、まるで指が鉄でできているかのように、両手で鉄格子を押さえた。
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